私の趣味は音楽鑑賞と楽器演奏で、地元のアマチュア吹奏楽団やオーケストラなどで演奏活動を行っています。高校よりクラリネットを始め、約30年続けております。
昨年2月ごろからの新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、仕事はもちろん趣味の音楽活動にも影響を及ぼしました。演奏会やコンクール等のイベントは軒並み中止となり、私の所属楽団も例外ではありませんでした。
吹奏楽では管楽器をメインに使用しており、演奏するときに楽器を介して飛沫が出る懸念があったことから、当初は練習場所が使えないケースもありました。
しかし、後になって管楽器演奏による飛沫は普段の発声に対して非常に少ない研究結果が多くの関係団体より公表されるように鳴ってきました。人間の吐息は唄口より管体を通りベルより排出されるのですが、管楽器の多くは管体が曲がった構造になっており、吐息が外気によって冷やされることで飛沫が水滴になって管内に滞留するのです（図1）。よってベルより排出される吐息も飛沫を殆ど含んでいないのです。
楽器のベルからの飛沫の懸念が少ないことがわかりましたが、もう一つ問題があります。唄口をくわえて演奏する際に唄口の端から吐息が漏れ、エアロゾルとして拡散する現象です。こちらも研究結果で報告されております。エアロゾルに対しては、ソーシャルディスタンスの確保とエアシールドによる飛沫の拡散防止での対処になります。所属楽団では団員が20名弱と少ないため、幸いにも練習場所（地域の公民館）を広く使えるメリットがあります（図2）。さらに換気ができる箇所が複数あると同時に、空気清浄機も完備しています。練習場所を提供いただいている公民館のご配慮にも大変感謝しております。さらに譜面台には大きなクリアファイルを改造したエアシールドを設け、前方へのエアロゾルの拡散防止を図っております（図3）これらの対策と消毒および検温、演奏外でのマスク着用により、練習再開にこぎつけることができました。
残るは演奏会の再開です。演奏会ではプロ奏者や地域のアマチュア奏者をエキストラで参加いただき、約40名規模のメンバーで演奏します。また、合奏でも団員の間隔が密の方が奏者間の音を聴き合えるだけでなく、全体のサウンドも厚くなります。密集した合奏配置でも演奏できる工夫を行い演奏会の運営ではスタッフを出来る限り増やさずに聴衆の皆さんの協力を頂きながら、準備を進めていきたいと思います。
領域の目安枠ですので、この枠内の記入は不要です
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図2　ソーシャルティスタンスの確保





図1　管楽器の形状





　  　


図3　クリアファイルを用いたエアロゾル感染対策








